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　現在は都市化が進み，子どもの遊び場も限ら

れた環境になってしまい，その中で子どもは成

長してゆく。こうした状況のなかで，子どもが

抱える問題は複雑で数多く存在する。

　本論文を書こうと思ったきっかけは，現在，

高校の教壇に立っものとして多くの問題・課題

に直面し本当の自分作りに苦悩している子ども

の発するこころの叫び，またシグナルを察知す

ることができる能力をつくり，またカウンセリ

ングマインドを充実させたいとの願望からであっ

た。子どもと直接触れあっていて感じたことは，

彼らは友達もいるし，毎日それなりに楽しいの

に「なんとなく孤独」と感じることが多かった

り，「やさしい」のではあるがそれは友人と距離

を置いていて，無難に傷つかないようにしてい

るだけで冷酷で残酷な一面をもっている子ども

が多数いることである。

　現代の子どもの心が病んでいるのは，子ども

の心の発達を無視した教育や環境に原因がある

といえる。乳児期からの母親の育児にいろいろ

な問題があったり，また厳しい教育競争の犠牲

になってしまって反社会的行動に走ってしまっ

た子どもがいる。登校拒否や“いじめ”も家庭

や学校と教育の歪みに原因があって多発してい

るとみなければならない。

　そのために家庭教育や学校教育では，子ども

の心が健全に成長するような教育・指導，環境

を整えることに最大の努力を払う必要がある。

そして子どもの心を正しく理解していかなけれ

ばならない。

　次世代の未来を担う子どもたちの可能性や個

性を伸ばし，よい人間性を育てるにはどうある

べきかを追求していきたい。本論文の構成は，

一章は人間の発達と自己実現にっいて人間の本

質的な特徴をふまえ，この世に生を受けて自己

認識をし，また自己実現を果たし発達していく

過程にっいて論述した。二章では子どものよい

人間形成を行ううえで環境はどのような影響を

及ぼすのであろうか。また，発達していくうえ

で子どもに関わる現在の社会の環境はどうであ

るのかにっいて論述した。三章では，子どもの

発達に最も深く密接に関わる家庭の中での環境

にっいて記述した。現在の核家族という狭い世

界の中での育児，親のしっけや子どものおかれ

ている現状について論じた。四章では現在，数

多くの子どもの起こす問題が少年犯罪として大

きく取り上げられている。そのような子どもの

起こす非社会的行動と反社会的行動の原因を追

求した。子ども独特の生活の場をとらえ，そこ

での人間形成について論述した。

　本論文では子どもの発達と人間形成における

重要な諸問題を考察し，論述した。そして将来

教育者を目指す者として子どもと教育，または

養育者を見る目を鍛えたいと考えている。

1章　子どもの発達と自己実現

　1　人間的発達と成長

　子どもは日々変化し，その身体，生理，感情，

知能などの成長，発達には目覚しいものがある。

生まれたばかりの頃は，大人と食べるものも違

い，主としてお乳を飲んで静かに眠っているが，
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3歳までには，一人で動き回り，基礎的なこと

ばを話し，行動する基本的生活習慣を身にっけ

て徐々に人間的発達を進めていくようになる。

　このような発達の過程は，誰にでも見られる

ものであり，ごく自然のこととしてとらえられ

ている。しかし，このことのなかに人間的発達

の原理や法則が隠されており，子どもの人間的

発達に向けて重要なことが秘められている。

　人間の子どもが大きくなることを私たちは

「成長した」とか「発達した」というが，この場

合の「発達した」とはどういうことを意味する

のであろうか。また，「成長」と「発達」とは，

どう違うのであろうか。成長と発達とは，たい

てい同意語として使われるのであるが，厳密に

は成長は，主として固体の発育による変化を系

統的・量的にとらえる概念である。

　発達は主として，成長的変化を完態への過程

として把握する場合の概念である（D。

さらに，発達的事実は直接的には観察されてい

ない。観察されるのは成長的事実であり，その

比較分析によって，発達的事実が構成されるの

である。したがって発達は一っの観点であり，

成長的事実，あるいは，もっとひろく一般に比

較的ながい時間経過のなかにおこる事象の変化

を完態に発展する機能的な連関過程として体系

化する方法でもある。

　このように，発達は年齢の経過とともに現れ

てくる個体の量的変化のみを意味する概念では

ないのである。また，現代の代表的な発達の定

義ともいえる考え方として，発達は成長と異な

り，個体と環境の継続的な相互交渉を通して，

さまざまな機能や構造が複雑に分化し，それが

さらに，統合され，個体が機能上より有能に，

また構造上より複雑な存在になっていく過程と

とらえるということが，今日，一般に受け入れ

られている考え方である。

そして発達は，いっからはじまり，いっまで続

くかについては，胎児も環境としての母体の影

響を受けるし，老年期になっても新しい学習が

可能であることにみられるように，発達は，受

胎の瞬間から死に至るまで続くと考えることが

できる（2）。

　ところで，人間的発達の問題を考える場合，

人間のさまざまな特質を明らかにすることから

はじめなければならない。人間の本質的特徴を

考える場合に「人間と動物の違い」は何であるか

という，基本的なところに戻って考えていくと

する。人間は，ことばを持っている，人間は理

性を持っている，人間は火を使う，人間は二本

足で歩く等の特徴をあげることができる。

　たしかに，これらのひとっひとっが人間と動

物とを区別する大切な特徴であることに疑いは

ない。だが，「人間と動物を区別する決定的な

ものは何か」と問われるならば，この答えは容

易ではない。というのは先にあげたどれをとっ

ても決定的であるとは言えそうにないからであ

る。

　ところで，生物としての人間は，生きている

限り，飲み食いなどしなければならない。この

あたりまえの事実から出発して，人間と動物の

決定的な違いを鋭く指摘したのは，マルクス

（K・Marx）とエンゲルス（F・Engels）であっ

た。彼らによれば，人は人間を意識によって，

宗教によってそのほか，好きなものによって動

物から区別することができる。しかし，人間自

身は彼らの生活手段を生産し始めるやいなや，

動物とは別なものになり始ある。」

　人間は生きていくために食物や飲物，そして

それらを手に入れるための生活手段を自らっく

りだす。これに対し，動物は自らの糧を自然の

なかから直接手に入れる。このように，生活の

仕方そのものの中に人間と動物との本質的な相

違が見出されたのである。

　こうして私たちは，誰も疑うことの出来ない

前提，人間は生きて生活しているという前提か

ら出発して，生活手段を作り出す活動，っまり

生産活動（労働）こそ，人間と動物を区別する

決定的なものだということに気づくのである。

　そしてこの生産活動の発展ということと，言

い換えれば，これによってつくりだされる生活
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手段の発展ということ，これが実は，人間の歴

史であったといいうるのである。また，この人

間の本質的特徴である生産活動こそ，人間の能

力を歴史的に発達させた大きな要因であると言

えよう。

　人間は進化の過程で，人間をとりまく自然を

利用した。例えば，自然の石が「小石」になっ

たとすれば，そのときそれはすでに，人間の手

が加えられ，人間の能力が対象化されている。

っまり，自然の石は，いわば人間的な石となっ

たわけである。この意味において，人間の生産

活動は，自然のうちの人間的能力を対象化する

活動，すなわち自然を人間化する活動だと言わ

れているのである。

2　自己認知と自己実現

　子どもは1歳の前半ころから，いわゆる社会

化の問題が明確になっていく。社会化とは「あ

らゆる社会集団に属する個人が，その集団が共

有している行動様式，知識・技能，思考，態度

動機などを身にっけることによって，集団の一

員となるように導かれていく過程」のことであ
る（3）。

　その具体的内容は後に述べるが，それは大人

が子どもに対して意図的に行うしっけよりは広

い概念であるといえよう。

　意図的な社会化が始まるのと同じ頃に，子ど

もの自己認知も発達する。そして，対象化され

た自分（自己）だけではなくて，行動し，感じ，

考え，もくろみをもっ主体としての自分（自我）

という感覚が育っていく。そのような自分と環

境のぶっかり合いと，それによる子どもと養育

者の双方における変化が，幼児期前半のもうひ

とっの大きなテーマとなる。

　社会化が人間の発達にとってどのような役割

を果たしているかは，「全く社会化されていな

い子ども」という架空の例を考えればすぐに分

かるであろう。その子どもは，飲食・排泄・睡

眠・着脱衣・清潔といった基本的欲求充足のた

めの行動も他者とかかわるための対人的・社会

行動も所属する社会集団で標準される様式から

大きくずれたものとなるだろう（4）。

　そのような子どもは集団の一員として受け入

れられない。そして，その子どもも非難・攻撃

を受けたり仲間はずれになったりするが，それ

よりもまず，その子どもの親が厳しい非難を浴

びることになる。なぜなら，われわれの社会で

は，子どもを幼い時から社会化していくのは，

基本的には家庭っまり親の責任だとされている

からである。

　そのような社会からの養成を受けて，親はお

おむね子どもが1歳半頃になると社会化の働き

かけを始める。前述の説明は集団の一員として

受け入れてもらえるたあに必要なことを身にっ

けるように子どもを導くこと，すなわち子ども

を社会に合わせる（同調させる）という，社会

化の重要な側面に関するものであった。社会化

のこの働きによって，社会に秩序が保たれ，ま

た集団が共有する行動様式，価値，態度，ある

いは知識・技能が次の世代に伝達されるのであ

る。

　しかし，社会化の働きには，もうひとつの重

要な側面がある。前述の子どもは後になって，

この世に一回だけ生まれてきたことの意味を確

認できるであろうか。それは無理であろう。な

ぜなら，自分が属する社会集団と結びっかない

で，この世の中で自己実現を遂げて，自分とい

う存在がもっ意味を確認することは不可能だと

思われるからである。っまり社会化は，社会集

団の中での個人の自己実現を可能にする基盤と

しても欠くことのできない働きを持っのである。

　次に，自己と自我の発達にっいて考えてみる

ことにする。まず，乳児は感覚器官を働かし，

運動的行為によって，外界に働きかけることを

通して，世界の認識を高めていく。それととも

に，外界に影響を及ぼすことのできる存在だと

いうことも，だんだんと分かっていく。また，

他者との相互作用を通しても，子どもは効力感

を獲得していく。このような経験は，行動，思

考，感情の主体としての自分という感覚を浮か
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ぴあがりやすくするだろう。

　従来，3（2～4）歳児に目立つ反抗は自我

の目覚めの現れとされてきた。しかし，自我の

萌芽の出現はもっと早いものと思われる。例え

ば，ハサミで遊んでいる8，9ヶ月児から「危

ないからちょっと貸してね。」とそれを取り上

げると，その子は泣き出すかもしれない。しか

し，別の面白いものを渡されたら，たいていの

子どもは間もなく泣き止むだろう。

　ところが，もう少し年長の子どもは，その別

のものを放り出して泣くことが多い。さらにも

とのハサミをすぐ返してもらってそれを投げ出

し，ますます激しく泣きわめくこともある。

　このようなことは1歳前半から始まることも

あり，1歳の前半の内に目立っようになること

が多い。それは取られたという事態の理解が進

み，情動反応が持続的になることだけによるの

ではない。自分のもくろみ，「つもり」が発生

し，それが思うようにならないことへの拒否，

抗議反応でもある。3歳を中心として，「強情期」，

「第一反抗期」と呼ばれてきたものは，子ども

なりのもくろみ，意図通りに事柄が進行しない

ことに対する自我の反応と解釈である（5）。

　次に自己認知について，客体化，対象化され

た自分の側面を自己というとすると，自分が

自分だと分かる自己認知は，1歳半から2歳に

かけて成立すると考えられている。ワロン

（Wallon・H）の自己認知過程についての仮説

を証明しようとした鏡像を用いた実験結果によ

ると，2歳をすぎるころになると幼児は，自分

の鏡像が虚像であることを理解できるようにな

り，鏡に映った自己像についての認知が成立す

るのである。普通には自己よりも他者の方が早

く対象としてとらえられるのであろう。事実，

保育所の乳幼児に顔写真を見せた我が国の研究

で，自分よりも仲間の認識の方が早期から成立

することを見出したものがある。

　また，1歳を越えてしばらくした子どもは，

日ごろ接触している他者を十分に区別していて，

自分の要求と状況応じて，適切な相手を選んで

反応することが知られている。

　さらに精神発達が進むにつれて，子どもは他

者を知っている人，知らない人，男，女，大人，

子どもといったカテゴリーに分けてとらえるよ

うになり，自分をそれと関係づけていく。それ

によって自己認知も発展して，自己意識や自己

概念と呼ばれるものが発達してくる。それは，

認知発達を基礎とするとともに，男らしさ，女

らしさなど区別して子どもに教えていたり，奨

励，禁止などを用いて働きかける社会化の作用

の結果でもある。注

　次に自己実現とは何か。自己実現という用語

はマスローによって提唱されて有名になったが，

彼が（1951年に）ブルックリン大学を去ってブ

ランディス大学に移ったのちに，たまたまそこ

でゴールドシュタイン（Goldstein・K）客員教

授に出会ったときに考察されたのが始まりであ

る。

　ゴールドシュタインは「有機体の上部構造」と

いう著書（6）で，有機体の力動性に関連して自

己表現について述べている。彼は有機体がもっ

ている唯一の動機は自己表現への動機であると

考えた。たしかに有機体には飢えとか性とか，

権力とか，好奇心といったさまざまな動機がみ

られるが，それは人生の至高の目的，すなわち

自己実現のあらわれにすぎないとしている。人

が飢えているときは，食べることで自己を実現

するのであり，権力を熱望するときは，権力を

掌握することによって自己を実現している。

　このように，全有機体の自己実現の先行条件

があるときには，個々の欲求の満足が前面にあ

らわれてくるが，人間の創造的傾向をあらわす

真実の要求は自己実現であると考えている。

　明らかに，ゴールドシュタインの影響のもと

にありながら，マスロー（Maslow・A・H）自

身は彼が学んだ行動主義欲求論をも加味して

「欲求体系」をもとにした自己実現論を樹立し
た（7）。

　ゴールドシュタインが自己実現欲求と有機体

の諸欲求を，内面的なものと外面的なものに分
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けたのに対して，マスローは最も次元の低い動

機として，食物，水，空気，睡眠，性などの，

「生理的欲求」を挙げている。このような生理

的欲求が満足させられると，より高い次元の安

全，安定，保護，秩序などを求める，「安全欲

求」によって動機づけられる。この安全や安定

が満足させられると，人々は集団に所属し，愛

し愛されたいという，「所属と愛情の欲求」がお

きてくる。幸いにも愛情や所属の欲求が満たさ

れると，さらに「尊重欲求」で動機づけられて

いる。これは他人から尊重されるということと，

自尊心の両面を含んでいる。これらすべての欲

求が満たされると最高の欲求である「自己実現

欲求」が起きてくるのである。

　マスローによれば，自己実現とは，われわれ

の能力の最高の発達活用，すべての資質や力量

を発揮する意味で，低次の諸動機に対して「高

次動機」と呼び，人格成長，人格表現，成熟，

発達の諸欲求を含んでいる。人間のこの高次動

機を満たさなければ，挫折や不安を感じ，自分

の平静を保てず，精神的に健康であるとはいえ

ない。注

　したがってこうした自己実現はすべての人に

可能というわけではなく，約1パーセントの人

で60歳以上にならなければ実現に到達すること

は困難とされている。

　こうした人物として，マスローは自分が直接

会ったゲシュタルト心理学者のヴェルトハイマー

（M．Wertheimer）や人類学者ベネディクト

（R．F．　Benedict）を観察して自己実現した人物

のモデルを発見し，さらに歴史上の天才や英雄，

例えば，リンカーン（A．Lincoln）スピノザ

（B．Spinza），ゲーテ（J．　W．　Goethe）など49名

の伝記を精査して次のような特徴を見出した。

　①彼らは現実的な指向性を持っている。

　②　彼らは自分自身，他人，自然界を受け入

　　れている。

　③彼らは多くの自発性を持っている。

　④彼らは自己中心的ではなく，問題中心的

　　である。

　⑤彼らは孤独を保ち，プライバシーへの欲

　　求を持っている。

　⑥　彼らは自律的で独立している。

　⑦彼らは人や事物についての鑑賞が新鮮で

　　ステレオタイプではない。

　⑧彼らはかならずしも宗教的な特色をもた

　　ないが，神秘的で霊的な深い体験を持って

　　いる。

　⑨彼らは人類との一体感を持っている。

　⑩彼らは少数のグループと親密な関係を分

　　かち合い，表面的よりも深い感情的なっな

　　がりを持っている。

　⑪彼らの価値観や態度は民主的である。

　⑫彼らは目的と手段を混同しない。

　⑬彼らのユーモアは感覚的敵意に満ちたも

　　のではなく，哲学的である。

　⑭彼らは非常に創造的である。

　⑮彼らは文化への同調に抵抗する。

というのものである。

　このようにマスローのいう，自己実現した人

とは，低次元の欲求の満足に汲々とした利己主

義的な人ではない。

　彼のいう自己表現とは，自我の拡大であり，

自己と他者との融合と統一であり，外界との一

体化であって，彼はこのような境地を「至高経

験」（peak　experience）と呼んでいる。

2章　人間的発達と環境

　1　人間的発達と発達環境

　誕生した人間の子どもは，ひとりでは食物を

探すことも危険をさけることもできない，全く

無能な存在として生まれる。もちろん歩くこと

も，ことばをっかうこともできない。このよう

な人間のこどもは素質・能力からいくっかの基

本条件をもち，生育過程のなかで生活手段を自

らっくりだすほどに成長，発達し大人になって

ゆくのである。

　その基本条件のうちの基本的な第一は，子ど

もに人間的な環境が与えられるということであ

る。それまでの世代のさまざまな能力は道具な
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どの物質的なもの，科学や芸術などのことばや

作品で表現される観念的なものなどの中にたく

わえられている。子どもはこのような環境の中

に育ってはじめて自分の人間的素質・能力を発

達させることができる（8）。

　実際に子どもは生まれたときから日用品，衣

類，またことばなどで表現される観念的なもの

など，要するに人間的な環境に取り囲まれて育

っ。さらに子どもは自然現象とさえも人間的環

境を通していろいろなかたちで出会う。衣服は

彼を寒さから守り，人工照明は夜の暗闇を追い

払う。

　もし，こうような人間的環境を欠くならば，

子どもは決して彼の人間的な発達をとげていく

ことはできない。アヴェロンの野生児「ビクトゥー

ル」，狼の育てられた「アマラとカマラ」など，

このことの例証でもある（9）。

　こうした意味で，人間的環境は，子どもがわ

がものとすべきさまざまな能力形成の宝庫，っ

まり子どもの発達の源だといえる。

　しかし，人間的な環境がそれだけで子どもの

能力を発達させる力をもっているかというとそ

うではない。それはただ子どもが人間的な発達

を遂げていくたあに，子どものまえに習得すべ

き課題として与えられているにすぎない。

　第二は子どもの前にこの課題をすでに自分の

ものとしたおとながいるということである。こ

れは子どもの能力は大人と共同の行為によって

しか，さらにひとくちにいえば，社会的にしか

形成されないということでもある。子どもに与

えられた課題が子どもにとって自然的なものか

ら人間的なものへと移行していく過程は，どの

ような課題であろうと必ずある。例えば，子ど

も初めはことばを一定の物理的性質を持っ音と

して聞き，そのあと初めてそれを何ものかを意

味する人間的な音として聞く。

　ともかく，いずれの場合においてもそこに必

ず見られるのは，大人の介在，言い換えれば社

会的な媒介である。そして，「生まれたての赤

ん坊の泣き声が一人（ときには何人も）の大人

を走らせる」といわれるように，人間の子ども

は初めからこのような社会性をになっている。

こうした意味で，大人の育児，保育などへの介

在は子どもの発達にとって不可欠の条件だとい

える。

　しかし，大人の介在があれば，それで子ども

の能力が形成されるかというとそうではない。

それは，言うまでもなく子どもの発達にとって

の単なる援助者にすぎない。

　第三に，子ども自身の主体的，能動的な活動，

つまり子ども自身が与えられた課題に自ら立ち

向かうということである。

　言うまでもなく，人間環境のなかから，その

中にたくわえられているそれまでの世代のさま

ざまな能力を取り込んでいくのは子ども自身で

ある。この過程は，ほかならぬ子ども自身の活

動によってしか進行しない。さまざまな困難や

苦労をともなう子ども自身の活動は子どもが人

間的な発達を遂げていく際いかなる場合にお

いてもさけられない。もし，これらを欠くなら，

水にっかったことのないものは，泳ぐことが出

来ないように，子どもの能力は決して形成され

ないのである。

　こうした意味で，子どもの発達にとって最も

あたりまえで，それゆえに最もたいせっな子ど

も自身の活動の発達の原動力とする。

　これまで先に述べてきた（1）子どもが我がも

のとすべき素質・能力の発展の源としても人間

的環境（2）子どもの発達にとって欠くことので

きない援助者としての大人（3）発達の原動力と

して子ども自身の主体的な活動，の三つの要件

が子どもの発達にとっての三大基本条件である

といいうる。そしてこの三っの条件が適切に準

備されるなら，子どもは円満な人間的な成長，

発達を立派に遂げていくことが出来るのである。

　2　発達環境としての社会的環境

　まず，地域社会，もしくはコミュニティ

（community）とは，地形や行政単位などで区

切られた単なる地理的空間ではない。そこに居
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住する人々の間に，習慣的生活様式，自治的慣

行，社会的信条や規範などが共有されている，

心理的，社会的，文化的空間でもある。地域社

会という環境も家庭と並んで非常に大きな影響

を子どもの発達に与えてきた。

　子どもにとって地域社会とは，家庭という私

的な空間と学校という公的な空間との間にあっ

て，十分知り尽くしているわけではないが，し

かし，まったく未知というわけでもない。私と

公が混ざり合った不思議な空間である。

　この空間は子どもにとって，何よりもまず自

由にのびのびと遊べる場であった。遊びは子ど

もの生活そのものであり，子どもは遊びを通し

て多くの能力を獲得していく。地域での遊びは，

家庭や学校での遊びとはまた違っていて，いろ

いろな役割や立場をもって異年齢の混合集団を

べ一スに展開されることが多い。このような形

での役割を自覚させ，リーダーシップを発揮さ

せることで自信を与え，幼い子どもにとっては，

年長児をモデルとして，人と人との付き合い方

などを学習していく機会を与える。じゃんけん

の結果に従わなければ仲間に入れてもらえない

など，お互いに順番を守らないと楽しく遊べな

いといった，体験を通して社会的ルールを身に

っけていくとともに，連帯や協力の大きさを理

解していくのである。

　地域社会の中で，子どもが受け取るすべての

ものが望ましくないものとは限らないが，この

ような体験によって社会の中で生きていくたあ

に必要な知識や技術をごく自然に習得していく

のである。

　ところで，最近の子どもたちが外で遊んでい

る姿を見ることは，昔に比べめっきり少なくなっ

たと言われている。近年の急速な都市化の波は，

地域の自然環境を破壊し，ビルを建て，道路を

整備した。その結果，子どもたちから安心して

遊べる空間を奪ってしまったのだ。

　もっとも，これは遊び場だけの問題ではない。

現代の子どもの生活そのものが大きく変化して

しまったことにもその原因がある。今の子ども

たちにとって遊ぶたあのたっぷりとした時間と

場所，それに仲間を共有しあうことが非常に難

しくなっているからである。学校から帰ってき

て塾や習い事に行くまでのわずかな時間が唯一

の遊べる時間であり，たとえ時間と空間があっ

たとしても，一緒に遊べる友達がいないのであ

る。友達と遊ぶためには，あらかじめ電話で予

約をとらねばならない。遊びに必要だとされる

時間，空間，仲間のいわゆる三間がなくなった

子どもが，一人ぼっちで室内で短いこまぎれ時

間で遊ぶとすれば，テレビを見たり漫画を読ん

だり，テレビゲームをしたりするしかないだろ

う。このような環境では生の遊び体験が得られ

にくいし，社会性も育ちにくくなる。

　ところで，地域社会は，家庭，学校と並んで

第三の教育の場といわれてきたが，子どものこ

うした遊びや生活の変化を見るとき，かっての

地域社会がもっていた発達環境としての力が弱

まっていることを指摘せざるをえない。子ども

たちの問題行動が目立ちはじめ，家庭でも学校

でも彼らを十分かかえきれなくなってきたといっ

てもよい。自分の住む地域社会の問題に目を向

け，豊かな社会をっくり上げていこうという住

民の意識の高まりは，子どもの遊びや生活の見

直しを必然的に迫るものであり，弱体化してい

る。家庭機能を補完する役割をも果たすであろ

う。また，学校週5日制の完全導入の実施にと

もなって，望むと望まざるにかかわらず，地域

社会の重要性がますます大きくなっている。

　子どもを地域社会の一員として正しく位置付

け，他人の子どもにも力をかし，時には叱り，

生活者として子どもなりにその役割を果たして

いけるような条件をっくっていくことが，大人

に課された責務なのである。

　3　精神発達とパーソナリティー

　子どもは大人になっていく。しかし，子ども

が大人になる過程にはそれぞれの子どもにはた

くさんの邪魔や分岐点やまわり道がある。子ど

もが普通たどる主な方向は，しばしば不確実で
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あり，すすんでゆくのをたあらわざるを得ない

ような場合さえもある。しかし，他の偶然的な

多くの機会には，努力かあきらめかのどちらか

を選択せざるを得なくなる。このような機会は，

環境一人間の環境と事物の環境一にそのみなも

とを発する。

　社会のなかで子どもは，好むと好まざるとに

関わらず，母親や隣人やいっも顔を合わせてい

る人々や，たまにしか出会わぬ人々や学校など

のような多くの接触，さまざまな関係と構造，

制度などによって，養われている。言語活動の

おかげで子どもは自分と自分の欲求との間に，

および自分と他人との間に障害や道具を置くこ

とが出来る。

　そしてこの障害を避け，この道具を獲得しよ

うとっとめる。また，対象を避け，この道具を

獲得しようとっとめる。また，対象一おわんや

スプーン，洋服や電気やラジオのような，何よ

りもまず，子どもにとって身近なよく慣れた対

象や，きわあて古い技術，ならびに，きわめて

新しい技術は子どもにとって邪魔になることも

あれば，問題になることもある，また補助とな

ることもあるのである。これらは子どもを拒否

することもあり，子どもをひきっけることもあ

る。こうして，これらは子どもの活動を仕上げ

ていくのである。

　要するに，環境は結果的には大人の世界を子

どもに強制する。このために，精神が適切に形

成されていくさい，それぞれの時期にある一画

性が見られる。だが，大人が仮定するものだけ

を子どものなかに，認め，そのほかのものは何

も認めないという権利は，そこからはでてこな

い。何よりもまず，子どもが自分を大人に同化

していくやり方は，大人自身がっかっているや

り方と全然違う。大人が子どもをしのいでいる

とするならば，子どもも大人とは異なった子ど

ものやり方で大人をしのいでいるのでいるので

ある。

　子どもは他の環境では別の仕方で用いられる

ような心理的段階を持っている。大人の持って

いる心理的手段の多くの欠陥は，社会集団によっ

てすでに克服されてきた。しかし，子どもの多

くの心理的手段のなかには，このような欠陥が

ふたたびあらわれることがあるのである。

　また，子どもの年齢がいくら進んでも環境は

基本的にいっもおなじものであるということは

絶対にない。環境は，子どもが自分の欲求を満

たすためには自由にっかう手段に影響を与える

すべてのものから成り立っている。したがって

このことから環境はそれにもとついて子どもの

活動がおこなわれ，規則づけられていく刺激の

全体であるとさえいえる。

　人間が発達していくうえでのもろもろの発達

段階は，精神発達のそれぞれの一つの時期であ

ると同時に，行動の型でもあるのである。

3章　人間的発達としつけ

　1　家庭環境と社会的発達

　人の子どもも生物である以上，まず生物が成

長，発達する基本的な過程に則って育っていく。

胎芽，胎児の頃はまさに生物の法則に従いつっ

成長，発達をしていく。生後も新生児の頃（生

後28日未満）にもなるといわゆる‘あやし’に反

応して笑うなど「人」らしさの発達徴候がみら

れるようになり，子どもの人的環境，養育方を

はじめとし，成育環境が子どもの知的，精神機

能の発達につれ，より直接的に影響しはじめ
る（10）。

　子どもが自然の一部である限り，知的・精神

機能の発達に関してもどんな成育環境が子ども

の発達に見合うものであるかは法則性が存在す

る。それを無視し，育てる側の場合や考えだけ

を優先していれば必ず育ちに遅れや歪みが生じ

てくるのである。

　子どもの成育環境にとって，一番重要といえ

るのが家庭環境である。子どもは生まれて出生

後約1～2年は全面介助的な世話が必要である。

子どもは生理的な欲求を満たすことは生命維持

や身体面の健康維持に必要であり，また身体面

の成長・発達に必要である。
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　では，それだけでは生物としてのヒトの子ど

もは人間的に育たない。「人」に育てるための

必要で適切な育児内容がなければならないので

ある。すなわち育児を担う者の，子どもに対す

る優れた精神的触れ合いがなければ「人」への

育ちは保障され得ない。精神的な発達が芽生え

また，急速に進んでいく幼少期にこそ優れた心

理，感情の精神的触れ合いが大事であり，それ

が子どもの精神発達を開花させるのである。優

れた精神的触れ合いとは，育児を担う者の心と

子どもの心が響きあう触れ合いである。

　生来的に母性を備えた母親は，子どもに対し

て世話行動をとるが，その中で自然と精神的な

働きかけも行い，子どもと心を通わせる。精神

的働きかけに子どもが反応し，その様子を母親

が感じ取ることによって子どもの心と響きあう

心が育まれ，子どもに対する深い愛情が培われ

ていくのである。母親の人としての母性が発達

し，育児を楽しむことができ，育児を楽しんで

母親が幸せならば子どもも幸せなのである。

　しかし，現代社会において母親の育児ストレ

スという問題が深刻になってきている。この育

児ストレスから子どもの虐待へとっながるケー

スもあり，子どものよい人間発達を促す成育環

境からかけ離れてしまうのである（11）。

　それでは，なぜ今，母親に育児ストレスが多

いのか。その理由・原因は単純なものではなく，

現代的な様々な問題から生み出されているもの

である。一っに核家族化があげられる。核家族

化は戦後の産業構造の大きな変化に伴って進行

した。農業などの一次産業を中心とする産業構

造から生産業，サービス業という二次，三次産

業が主体の産業構造に大きく変化し，多くの人々

が伝統的な田舎を離れ，労働者となって都市部

の新興住宅に移ってそこに核家族を形成していっ

た。核家族は地域的連帯に乏しく，それぞれが

孤立に似た状態に置かれている。都市では同じ

集合住宅で比較的近くに住みながら希薄な人間

関係になってきている。

　また，核家族の場合の子育ては母親が一手に

担わなくてはならない場合が多い。以前のよう

に三世代家族などが多かった時代では，年寄り

が子どもの面倒をみて，母親が育児から解放さ

れる時間を持っこともできたし，兄弟数の多い

時代でもあったから，年上の子どもが年下の子

どもの面倒をみたり，子守をすることも日常的

であった。

　また，地域の連帯が強く，事情によっては気

軽に近所の人に子どもを預けることもできた。

近所の年下の子どもが幼い子どもの子守をして

くれたり遊んでくれたりもした。すなわち子育

ての手が分散していたのである。子どもも，多

くの人と接することで社会性を身にっけ価値観

を育んでいけたのである。

　しかし，核家族の専業主婦の場合は，子ども

から一時も解放されない状態に置かれる。乳児

は活動性がまだ小さく活動範囲も狭いが，幼児

期の子どもになると活動的でよく動き回り目が

離せなくなる。母親は疲労や緊張を起こしやす

く，それを癒す時間を持てないとなるとストレ

スが高じて神経症的な状態に追いやられる。

その他にマニュアル育児や夫の育児不参加があ

げられる。マニュアル育児は，母親の周りの膨

大な育児情報の受け止あ方に問題が生じている

ことである。これは過去においてなま身の子ど

もの接触体験少ないことや，祖母などの育児経

験者がいないことから，育児書などの育児情報

に頼るわけであるが，そこに書いてあることは

平均的，一般論的であり，多くの子どもはそこ

に書いてある通りでない面を多かれ少なかれ持っ

ている。

　しかし，子どもに関するなまの情報が乏しい

孤立した育児の中では，どうしても育児情報の

受け止め方が断片的，近視眼的になってしまっ

て，一人の子どもの育ち示すダイナミックな状

況に目が届かない。そのため心配しなくてもよ

いことが心配の種となって，これがまたストレ

スの原因になるのである（12）。

　次に夫の育児不参加である。わが国の社会で

は夫が外で仕事をし，妻が家事，育児をすると
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いう意識が変化しっっあるとはいえ，まだまだ

一般的である。その一般的な意識が，夫の育児

参加をしにくくしたり，また，夫自身が育児か

ら逃れようとする場合の拠り所ともなるのであ

る。実際的には妻の育児の「大変さ」に共感もし

ない夫が少なくない。このことが夫への不満を

伴い，育児から逃れられないという閉塞感を強

め，育児ストレスを増強させる結果となるので

ある。

　そしてこの核家族という密室は児童虐待の温

床となっているという現状もあるのである。こ

の育児ストレスや育児忌避などから虐待が起こ

るのである。親から虐待されることほど子ども

にとって惨めで，かっ恐ろしいことはない。虐

待は子どもの精神発達を大きく妨げ，心に大き

な傷あとを残すのである。だが，しかしこの児

童虐待は年々増加の一途をたどっているのであ

る。

　2　愛着と人間形成

発達心理学に行動主義の考え方が支配的であっ

た頃，母親の機能が食事を与えることだと考え

られていた。しかし，1950年代頃から新たな視

点から母親の機能を示唆する知見が明らかのさ

れてきた。

　ローレンツ（Lorenz・K）はカモの雛が騨化

した直後に目にした動く対象を親だと思ってい

るかのごとく歩く現象を見出し，これを刻印づ

け（inprinting）とよんだ（13）。

　また，ハーロウ（harrow・H・F）は，小ザ

ルの実験で，母親のもっ食機能と接触機能の実

験的検討を行い，スキンシップの重要性を指摘

している（14）。

　この知見をふまえ，ボウルビィ（j・Bowlby）

は母親は食機能だけでなく，子どもを略奪者か

ら保護し，生存に必要な行動様式を教える，子

どもにとって特異的な存在としてとらえた。ボ

ウルビィは，愛着（attachment）を乳児と特定

の人（多くの場合，母親だが，特に母親でなく

てもよい）との間の愛情の絆として定義し，母

親への愛着の形成が，乳幼児期での最も重要な

発達課題であると考えた。

　乳児はおしめをかえてもらったり，ミルクを

飲ませてもらったり，抱っこしてもらったり，

遊んでもらったりという母親とのかかわりを通

して，母親に対して「この人は自分を愛してく

れるんだ」，「自分がなにか要求したときに，常

に願望を叶えてくれるんだ」「信頼できるんだ」

という感覚を抱く。この感覚が愛着である。こ

れは母親に対する基本的信頼感（basic　trastt）

といってもよい。「母親から愛されている，母

親は信頼できる」という感覚は母親以外の人と

も情緒的交流を持ちたいという欲求へと結びっ

いていくのである。母親に対して健全な愛着を

形成できた子どもは徐々に父親，祖父母，兄弟

といった身内の人へ，さらに幼稚園や学校に入

ると仲間や先生への愛着の輪を広げてゆくので

ある。まず母親への健全な愛着の形成，すなわ

ち母親を信じられるということがその後の対人

関係能力の形成にとって重要な意味があるので

ある。

　このように母子関係の形成が子どもの誕生後，

最初の重要な対人課題であると考える立場は，

発達の「斬成説」と呼ばれる。そして，幼少期に

養育の中心となる母親の子どもとの愛着関係は

対人関係を形成する基礎となる主張をエインス

ワース（Ainsworth・M・D・S）が実験的に確

認した。すなわち，1歳時の母子の愛着とその

後の対人関係について調べ，安定した愛着を示

した子どもは成長した後も攻撃的であったり回

避的であることが少なく，より親和的であると

述べている（15）。またルイス（Lewis・M・etal）

は子どもは誕生直後から社会的ネットワークの

中に位置付けられ，多様な相互作用を行うとい

う社会的ネッワーク理論を提唱している。この

理論は斬成説と異なり，子どもが誕生後に多く

の人から受ける影響を重視している。ネットワー

クのなかに成人の養育者，兄弟，友達などが含

まれ，子どもはそのネットワークとの相互作用

を通して関係を形成していく。
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　したがって，母子関係だけではなくその他の

養育者との関係重要になる。母親と同じく子ど

もにとって重要なのは父親である。しかし，父

親は母親に比べ子どもとの接触時間が短いため，

子どもとの相互作用の仕方には違いがある。ラ

ム（Lamb・M・E）が幼児の家庭において両親

と子どもが遊ぶ様子を観察した結果によると，

母親と父親では遊びの種類が異なる。母親は伝

統的な遊びが多いのに対して，父親は身体的遊

びが多い。遊びに限らず，性役割，知的発達な

どに対して母親と異なる形で父親は影響を与え

る。父親が子どもと関わる機会が多いほど，安

定した父子関係が形成されるのである。

　また，子どもは両親の影響を受けて育つが，

夫婦の関係も子どもにとっては重要である。子

どもにとって両親からの働きかけが統一的であ

ることが望ましい。そこで子どもに関して両親

の意見が調整され，両親が自分の役割を認識す

ることが重要である。

　3　発達課題と教育

　　　　一青年期教育を中心として一

　人間はそれぞれの特徴的な発達段階と過程を

持ちながら成長・発達をしていく。そして，そ

れぞれの過程には，それに相応しての身体的・

心理的・知的・社会的等々の固有の課題を持ち，

それをうまくこなし，あるいは，我がものにし

っっ発達していく。その過程ごとに既成のもの

と新しい課題との葛藤を引き起こし，それを一

っひとっ乗り越えながら発達していくのである。

こうした葛藤一危機を迎える頂点は青年期であ

る。

　青年期をモラトリアム（moratorium＝執行

猶予期間）として，危機・葛藤の頂点として，

また現代的課題として詳細に論じたのがエリク

ソンであった。彼は精神分析学的立場から，フ

ロイトのリビドー説をもとに，発達段階論と発

達課題を考えたのであった。彼はそれを，①乳

児期（基本的信頼対不信），②早期幼児期（自

律対恥と疑惑），③遊戯期（自発対罪悪感），

④学齢期（勤勉対劣等感），⑤青年期（同一性

対役割分担），⑥若い成人期（親密さ対孤独），

⑦成人期（生殖性対停滞），⑧成熟期（自我の

統合対絶望），などとした。①～⑧までの

（　　）内はそれぞれの基本的・中心的発達課

題である。そして危機・葛藤の青年期的課題と

して，〈時間期絶望対時間拡散〉，〈自己確信

対同一性罪悪感〉，〈役割実験対否定的同一

性〉，〈達成の期待対労働マヒ〉，〈同一性対

同一性拡散〉，〈性同一性対両性的拡散〉，〈指

導性の分極化対権威の拡散〉，〈イデオロギー

の分極化対理想の拡散〉などをあげている。

　さて，エリクソンは，アイデンティティー

（identity）の確立を青年期における重要な課題

としている。もともとこのアイデンティティー

なることばは，1950年代にエリクソンが含蓄の

ある概念的提起をしてから，単なる哲学的・精

神医学的用語としてだけでなく。心理学・教育

学・社会学用語として一般化されたものであっ

た。

　このことばの日本語的意味としては，「自己

同一性」，「主体性」，「自己の存在証明」などと

して理解されているが，それは自己の連続性・

単一性，または独自性・不変性のことであり，

また，個人のこのような同一性の意識的感覚の

ことを意味しているものである。また，ここで

いう自己とは，主観的自己だけを意味するもの

ではなく，対人関係や相互関係的な自己，いわ

ゆる「……としての自己」を表すものである。

　エリクソンがアイデンティティーを青年期の

発達課題としたのは，青年期（特にこの終わり

の時期）が子ども時代の遊戯性や実験性から，

おとなとしての「選択」や「決断」を余儀なくさ

れる時期であり，いろいろな意味で価値葛藤の

頂点を迎えるからである。

　エリクソンは，青年期を心理的にモラトリア

ムの時代として考える。モラトリアムとは，も

ともとが経済的用語で，一定期間の支払い猶予，

執行猶予の意味をしていることばである。青年

期がモラトリアムに当たるとは，青年期の思想
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や行動などに。しばらくの間。社会的な義務や

責任を負わせないこと，いわゆる社会的義務や

責任の決済を社会的に猶予することの意味なの

である。この期間に青年は思想，行動，さまざ

まな価値観において自由に実験しっっ，自己の

本当のものを選択し，自己統一性を確立してい

かなければならないのである。こうしたとき，

青年は身体的・性的に成熟し，おとなであるに

も拘わらず，存在的・心理的にはおとなとして

見なされない，相応に評価されない，このうよ

うなところに葛藤が生じるのである。客観的条

件に反して，青年はおとなとしての意識おと

なとしての役割や立場を主張したいし，そう見

なされたいのである。

　エリクソンは，アイデンティティーやその拡

散（diffusion）の病理を次のように類型的に示

している。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

同一性意識の過剰

選択の回避

親密さの拡散

時間的展望の拡散

勤勉さの拡散

否定的同一性

　（1）の同一性意識の過剰は，たとえどんな

方向に向かってるであるにせよ，他のアイデン

ティティーを模倣しようとする時に起こる。特

に急性の場合「肉体的親密さ」や「決定的な職

業選択」，「激しい生存競争」，「心理・社会的な

自己定義」などに，同時に身を賭けることの要

求の様なときに顕在化するのである。

　（2）選択の回避一どんな選択・決断にも葛

藤を起こし，決定的な職業選択や心理的・社会

的な自己定義をも回避してしまうことから麻痺

状態をおこしてしまう。

　（3）親密さの拡散一これは同一性意識の葛

藤に引き続く核心的な葛藤である。他者とほん

ものの「関わり合い」を結ぶことは，たしかな

自己確立が未完成の場合には特殊な緊張が経験

される。この緊張のたあに，「関わり合う」こと

に気をっかったり，内的な緊張のためにそれを

控えたりする。この種の緊張を消せない時，自

分を内的に独立させてしまい，ごく形式的な対

人関係だけに身をおくことになってしまう。そ

うでなければ，熱狂的な企ての後，陰うっな挫

折状態に陥ったり，全く親密になれそうもない

相手と親密になろうとしたりする。この親密さ

との対照は「距離を置くこと」である。

　（4）時間的展望の拡散一青年期が極端に延

長されると，切迫意識など時間体験に極端なか

たちでの障害が現れてくる。この場合，青年は

大変幼く，まるで赤ん坊のように感じるかと思

うと，もはや若返れなくなってしまったほど年

をとったように感じてしまう。これは時間が変

化をもたらす可能性に対する決定的な不信と，

それにもかかわらず，時間が変化をもたらすこ

とにたいする激しい恐怖からなっているもので

ある。

　（5）勤勉さの拡散一自分の勤労感覚の急激

な崩壊に悩む場合である。やらなければならな

い課題に集中できずに，一面的な活動でのへの

自己崩壊的な没入への形をとる類である。

　（6）否定的同一性一自分の家族や身の周り

のもの，あるいは身近な共同体から適切で望ま

しいものとして提供された役割や同一性への軽

蔑や憎悪となって現れること。あるいは，これ

らと反対なものへの過大評価の類などである。

　青年期にこうした病理に陥らず，アイデンティ

ティーの拡散に対処しなくてはならない。モラ

トリアムは，青年期だけに特有のものではない。

子どもの時からこうした特性は見られるもので

ある。ただ，青年期においては決定的な形であ

らわれてくるということなのである。幼児期か

らいろいろな遊びを通して，同一化を図り，自

己同一化を確立していかなければならない。先

にふれたように，成長・発達のそれぞれの段階

と過程のうえで，相応の訓練・教育を通じて適

切な発達を図り，青年期においての急激な変動

とそのショックのために，確かな方向性を見失っ

てはならないのである。
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4章子どもの教育と発達の場

　1　子どもにおける非社会性と反社会性

　子どもに人間的成長発達においては，数々の

問題が生じてくる。次にそういった低年齢時期

に起こってくる具体的問題について検討したい。

子どもの問題行動は非社会的行動と反社会的行

動にわけられる。まず，非社会的行動としては，

内気，消極的，登校拒否，家出など苦痛を与え

る社会的場面から逃避しようとして生じる問題

である。主な原因は，一つ目に親の評価態度に

問題がある場合が挙げられる。

　この社会性に関する問題は，判定基準がとく

にあいまいで教育相談の担当者からいえば，子

ども自身には特に問題がなく，母親（時には養

育者，教育者）の期待願望から子どもの現状が

ズレているにすぎない，ということがよくある。

となりの子との比較で安易に消極的と決め付け

たり，母親自身が社会性豊かであるために，必

要以上に子どもを引っ込み思案な子と思い込ん

だり，母親が幼い頃内気，消極的で損をしたと

いう思いが子どもに反映されたり，といった具

合に，いずれも子ども自身というより母親の評

価態度に問題があるといってよいのである。

　これは，頭では「一人ひとりの個性に応じた

子育て」ということは十分分かっていても，我

が子のことになると，親の側の期待，願望が前

面におどりでてしまう。親心といえばこれも親

心かもしれないが，内気，消極的と親からいい

続けられる子どもは「自分は内気で消極的なの

だ」という自己概念を早期に形成し，固定化さ

せていくことにもなりかねない。親サイドで一

方的に子どもを評価してしまう。親自身の体質

の改善に焦点をおいた助言が必要である。

　また，二つ目に客観的に子どもに非社会性の

傾向があるといっても，何か直接原因があって

もというより，むしろそれが個性という場合が

ある。パーソナリティー形成は，遺伝と環境の

相互作用の過程で形成されていくが，ニューヨー

ク大学のトーマス（Thomas・A）は，生まれ

て間もない子どもを観察して，そこにすでに三

つのパターンがあることを報告している。その

原因は次のようである。注

　　・手のかからないタイプ

　　・取り扱いの難しいタイプ

　・何をするにも時間がかかるタイプ

　生まれて間もないころであることを思えば，

この結果は環境的要因というより，もって生ま

れたものが確かにあることを示唆している。心

理学ではこれを気質という言い方をしているが，

内気，消極的といわれる背景にこの気質が関与

していることも考えられるのである。また，遺

伝的要因とまで言わなくても，人生早期に形成

゜される性格傾向は，気質と同じような変わりに

くさを持している。内気，消極的な傾向はこの

子どもの個性であり，この個性を尊重する必要

がある。気質に類する個性はもともといい悪い

の評価対象になるものでもない。そういう個性

を持っているというだけのことである。集団場

面では多少問題になるかもしれないが，その子

が駄目な子であると決め付けずに，人間全体に

目をやり，その個性をいかに伸ばすかが重要な

のである。

　三っ目に直接的な原因があって起こる，内気，

消極的がある。例えば，友達にいじめられたり

とか，皆の前で大きな失敗をしたとかいうもの

である。精神的エネルギーの豊かな子は反発し

ていくのでむしろ次に述べる反社会的行動になっ

ていくが，精神的エネルギーの乏しい子どもは，

集団からはじきだされていく。家族関係が安定

していない時も，気持ちが遊びに集中できず，

集団にとけこめないこともある。

　四つ目にしつけの失敗が挙げられる。低年齢

期は社会性を育てていく最盛期であるが，親の

しっけ態度により，その発達は阻害されてくる。

中でも問題になるのが親の過保護，過干渉であ

る。過保護は親が子どもを手に受け，先取りし

てやってしまうことが多く，子どもなりに体験

的に学習していく部分が希薄になっていく。家

の中では元気がいいのに，一歩外にでると緊張

は高まり，動きは止まってしまう。過干渉も同
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様で，何をやるにしても親の干渉がっきまとう

ので，子どもは自らの動きを放棄し，親の言う

ままにしか動けなくなってしまう。低年齢期の

登園，登校を嫌がる子には，これらのしっけ上

の問題が背景に潜んでいる場合が多いが，とく

に登校拒否は対応を誤ると長期化することがあ

るので専門機関での相談が望まれる。

　それでは，もう一っの問題行動，反社会的行

動について述べたい。この反社会的行動とは，

わがまま，乱暴，落ち着きがないなど，他に対

して直接・間接に迷惑を及ぼすものを逸脱また

はその周辺行動を総称していう。低年齢児では

それほど問題にならないが，盗み，万引きなど’

の非行もこれに入る。その主な原因をあげると

一っ目に，非社会的行動と同じく，子ども自身

の問題というより親の評価態度に問題がある場

合などがある。例えば親は落ち着きがないとい

うが教育相談の担当者からいえば特に問題はな

く，強いていえば外界への興味関心，好奇心が

旺盛で元気のいい子というだけのことがよくあ

る。この時期の子どもは自己統制力がまだ不十

分であるから落ち着きのなさ，わがまま勝手は

一面では当然のことである。おとなしいタイプ

の母親であったり，そうでなくても上何人かの

女の子を育ててきて男の子が生まれてくると，

動きの大きいことが必要以上に問題視されてし

まうことがある。非社会的行動の時と同じく，

親サイドの一方的な子どもの見方を改善してい

くように指導していくことが必要になってく
る（19）。

　二っ目に同じように個性である場合があげら

れている。心身ともにエネルギーが豊かである

とか，動きが大きいといった特性は多分に気質

的である。しっけ上の問題や内的葛藤，欲求不

満がない場合は，むしろ個性としてとらえたほ

うが妥当である。このタイプはいわば行動の振

幅が大きいので，結果的に他とぶつかりあうこ

とが多くなり，家庭でも園でも問題の子とみら

れがちなので注意するべきである（20）。

　この場合も非社会的行動の時と同じく集団生

活をしていくうえにおいて，最少限度の自己統

制力を身にっけるように指導していかなくては

ならないが，借りてきた猫のようなおとなしさ

を期待するのは，個性をいい形で生かしていく

ように，周りが努力していくべきなのである。

　三っ目に反応性のものがある。これは家庭あ

るいは園や学校で何か葛藤，欲求不満があり，

その反応として起こってくるものである。兄弟

関係，友達関係の不調が原因してくることもあ

るが，中でも親子関係，先生との関係は重要で

ある。子どもは皆，親あるいは養育者，教育者

に受け入れてもらいたい基本的な欲求不満を持っ

ているが，それが阻害された時精神的エネルギー

の豊かな子が，乱暴・反発などの形でリアクショ

ンを示すことが多い。こういった子どもの態度

に接すると，親は多くの場合は叱責などにより

一方的にこれを抑制しようとし，悪循環が繰り

返されていくのである。反応性のものは，どこ

かに直接的原因があるのだから，子どもの言動

に冷静に目を注ぎ，耳を傾け，その原因を見っ

け出していかなければならない。

　四つ目にしつけの失敗が挙げられる。子ども

に大人のような自己統制力を期待することはも

ともと無理なことであるが，その年齢に応じた

統制力，価値規範・価値基準は身につけていか

なくてはならない。しかし，親が溺愛タイプで

あれば，子どものやることなすことすべて許し

てしまうので，自分本位の行動は修正されず，

ずっと続いていくことになる。これでは相手が

あること，置かれている場の認識我慢，辛抱

といわれるトレランスが育たない。結果的には

集団の中でうまく調和することが出来なくなっ

てしまう。また，放任タイプの場合も同様であ

る。溺愛タイプと多少ニュアンスの違いはある

ものの，結果的にはしつけられるべきものがし

つけられず，子どもなりの「いい，悪い」の判

断ができず上手く調和できなくなる。

　次に五っ目として病理的原因から起こってく

るものがある。いわゆる「多動児」といわれる背

景には，脳炎，脳膜炎などの後遺症，頭部外傷，
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てんかん，微細脳損傷（MBD）などで代表され

る脳機能障害や脳機能不全があったり，原因は

まだよく分かっていないが自閉性の障害があっ

たりすることがある。多動性，微動性，興奮性

などが時や場所をこえてあまりにも目立っよう

なことがある。これについては専門機関での相

談が必要になる。

　これまで子どもの非社会的行動，反社会的行

動という問題について述べてきたが，低年齢児

の問題なかでも不適応状態にある子どもの対

応の基本は，母子関係の安定である。これが確

保されていれば，それほど心配することはない

といってよいのである。多くは時間経過の中で

改善されてゆく。少なくとも悪化していくこと

はあまりないのである。母子関係の安定が確保

されていなければ，打つ手はすべて裏目にでて

しまうといってもよい。母子関係の安定こそは

問題の子にとどまらず，子育て一般の原点なの

である（21）。

　2　人間形成と子どもの生活の場

　人間は日常繰り返される生活と文化の接触の

なかで発達していく。それは人間関係のなかで

果たされる。今日では，その生活と文化が大き

く変わり，子どもをとりまく人間関係も成長の

すべての過程を通してその変化が広がっている。

　子どもたちは生まれるやいなや，マスコミ文

化のなかに投げこまれ，その最初の発語にもテ

レビ文化の影響がみられることがあるというの

である。子どもの遊びも変わり，幼児であって

もファミコンに我が子の魂を奪われたと嘆く母

親も多い。そのため本が好きな子どもは減り，

っぎっぎに変わる人気テレビ番組やテレビゲー

ムを知らないものは仲間からはずされいじめの

いけにえにされやすいともいう（22）。

　例えば，塾通いの小学生の唯一の遊び場が夜

半を過ぎた駅のホームであったり，塾仲間との

電車の中でのふざけあいだったりする。子ども

が家庭から外にでて接するいろいろな場が子ど

もにとって大事な成育環境となるのである。そ

の場所が自然豊かで地縁・血縁の存在する旧来

からの農村地帯であるか，都会地ではあるが古

くからの文化，伝統や豊かな人情の残っている

下町地区であるか，古い文化や伝統を持たず，

人との交流に乏しい新興住宅地であるかなどに

よって，子どもに関わる環境もかわり，成育環

境としてはずいぶん異なってくる。

　地域が子どもの成育環境として優れている条

件は，子どもにとって魅力的な自然や自由に遊

ぶことのできる遊び場が存在すること，安定し

て集える遊び仲間が存在すること，お互いに子

どもを育てあえる地域の豊かな人間関係が存在

することなどである。

　また，「子どもの生活は遊びが中心である」と

いったのは世界で「幼稚園の父」といわれるフレー

ベル（F・Frobe1）であった。彼は19世紀のド

イッにあって，幼児の遊びを発展させるための

道具の製作にとりかかり，これを恩物（Gade）

として作り上げたことは有名である。子どもは

大人とは異なった存在であると気づいた時，最

も子どもらしい特徴として認められたのが，遊

ぶ存在だということであったのである。

　それでは幼児にとって遊びとはどういうこと

であろうか。大人の生活は，仕事と遊びが未分

化であり，仕事も児童期以降にはじまり勉強も

遊びとして行われるところに特徴がある。した

がって，余暇として遊んだり，仕事や勉強の休

息として遊ぶのではない。幼児にとって遊びそ

のものが目的なのである。

　幼児期のみならず，子どもは遊びを通して主

として次のような能力を発達させる。

　①社会性の発達一子どもは友達と遊ぶこと

によって他人との付き合い方，ルールや約束ご

とを守る態度，個人の役割や責任を学び，他人

の立場を身にっけていく。

　幼児期は自己中心的なので他人の立場が理解

できずにけんかになることが多い。しかし，幼

児はけんかを通して他人を意識し，他人の立場

を理解する機会になるのである。

　②自立性の発達一幼児にとっては，遊びが
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親子分離の機会になる。友人との遊びの楽しさ

にっられて，しだいに親の手から離れて遊び生

活する能力を身につけていくことになる。

　③知的能力の発達一子どもは，遊びを通し

て工夫する力，創造する力を養う。遊びは自発

的な活動なので自由に想像力や好奇心を通して

知的能力の土台を培うのである。

　この時に幼児期はことばが発達する時である

が，友達との遊びの中では，今までことばを話

さずとも自分のやりたいことを分かってくれて

いた母親や養育者と違い，お互いの意志を通じ

合うのはことばにならざるを得ないので，こと

ばの発達を促すことにっながるのである。

　④運動能力の発達一遊びの中では，自然に

足や腕を使い，知らず知らずの中に各種の運動

機能を発達させる。また，外の空気を吸い，自

然に触れ，日光を浴びて身体を動かせば身体の

ほか心が健康になる。運動的な遊びを通して，

幼児は健康を増進させることができるのである。

　⑤情緒の発達一遊びに夢中になっている子

どもの顔はいきいきと輝いている。遊びは幼児

の情緒を安定させる。また，自由な遊びの中で

自己表現することにより欲求不満を解消させた

り，自己充実感を味わうことができる。また，

友達と一緒に喜びや怒りを共感しあうことによ

り情緒が発達するのである（23）。

　このように子どもの生活の中心といわれる遊

びは総合的な活動であるので，遊びを通して多

面的な能力を発達し，人間形成に大きく役立っ

重要な活動なのである。

　その子どもたちの遊びの実態は昔と比べ生活

環境の変化により大きく様変わりしている。子

どもは家庭，幼稚園や保育園，学校などの集団

保育の場，地域の公園や空き地などの生活の場

で遊ぶが，先にも述べてきたように，最近はテ

レビ視聴やテレビゲームなど体を動かさないで

一人で遊ぶ時間が増え，とくに戸外での友達と

遊びをしない子が増えている。これは，昔との

運動能力低下にもつながっている。

　最もよいのは危険のない遊び場に適した環境

が家の近くにあり，一人で出かけていって自由

に友達と遊ぶことが社会的人間形成を発展させ

るのに良い条件である。しかし，現代の子ども

は本来的に遊ぶ存在であるといっても，自由な

時間と場所と友達の三条件がその子どもの発達

に適した形で揃っていないと十分に遊ぶことが

できないのである。また，朝の起床にしても母

親に起こされ，その指示，命令によって生活す

る。っまり自分の生活を自分でデザインするこ

とが今やほとんど子どもには許されていない。

児童期ともなると，下校すると塾や習い事に追

い立てられる子どもがでてくるのが現状である。

そういうなかで唯一自分が主体的に主人公の行

動を考えて決め，その通りにコントロールする

ことができるのがテレビゲームやファミコンの

世界になるのである。

　そこでは，自分で考えてやってみたことで失

敗したとしてもだれにも叱られないし，文句も

言われない。主体的に自分の思いで行動できる

場がその世界に限定されているといえるのかも

しれない。子どもの主体性を伸ばすためにも子

どもが友達と外で遊ぶことはとても重要なので

ある。

総　論

　現代社会は，人類の文化と人間の生活の歴史

にかってない変化をもたらした。とりわけ，経

済成長と高度産業社会の発展は，人間生活の様

式を大きく変え，その影響は人間の意識，態度，

行動そして子どもの考え方，感じ方のレベルか

ら人格の深部まで及んできている。

　問題は子どもだけにあるのではない。現在大

人たちが自分たち自身の生き方に確信を失い，

自らを失っている傾向の強いこととも関係する

のである。そこには学歴偏重になり，子どもが

自由に遊べる時間が減り，子どもの社会性が育

成されるのを妨げている現状があり，核家族化

が進み，狭い視野のもとで育児ノイローゼの母

親から虐待を受けている子どもの増加があるの

である。発達しっっある子どもにとって親子関

一16一



子どもの発達と人間形成

係は一っの環境といえるのである。文化の発展

とともにわれわれを取り巻く環境が複雑になり，

親子関係も生物学的結びっきを超えて，より複

雑になってきている。

　また，大人へ気をつかい精神的自由もなく主

体性のない子どもも数多く存在する。現代社会

のもっ能力主義的構造が子どもの知的発達，特

に精神発達にも大きく関わってくるのである。

ここでの「能力」とは，子どもがやがて「社会」に

でてゆくとき，少しでも有利な地位や職業にっ

くことができるのに役立っ能力に限られている

のである。

　っまり，現在社会においては，社会にでてか

らの市場的価値にっながる能力によってのみ，

子どものときから人間的価値が評価されてゆく

のである。

　このような中で，知能が優れているというこ

とは，それだけで本人，社会が幸せになれるの

ではなく，優れた適切な能力をっくる知能がよ

く生きられるように役立てられなければ，かえっ

て本人，社会が不幸になってしまう。つまり，

子どもの周りの養育者や大人は優れた知能がよ

く生かされるように育てるという意識が必要と

なる。知能が優れていることが人間的価値を高

めるのにっながるのではなく，社会性，芸術性，

運動機能性，そして知能などの発達をバランス

良く促せるように努めたい。

　そして，これからの社会を担い未来を創る子

どもに対して養育者でなくとも，社会の構成員

の一員として責任を感じるべきである。子ども

の人間関係の発達は，関わることのできる人の

多様性や数の広がりとなるし，その人間関係が

子どもの発達のさまざまな側面に肯定的，ある

いは否定的な影響を及ぼし得る。また養育者と

の関係は他の人間関係と調和しながらあるいは

補いながら成立していくべきものであることを

頭においておかなければならない。

　最近も，学生の学力低下や質の低下がとりあ

げられているが，十年後，二十年後に発達，成

長した子どもたちが，のびのびとした個性を持

ち，たくましく社会にでられるように教育者だ

けでなく，社会全体で子どもの育成に真剣に取

り組んでいくべきである。そして，私もたくさ

んの子どもによい影響や刺激を与えられるよう

に日々努めていきたいと思う。
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